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研究成果の概要（和文）： 子宮内膜症は月経痛・不妊・異常妊娠・卵巣癌と、女性の生涯に多大な影響をもたらす。
本研究では、子宮内膜症の疼痛の原因となり、がんへ進展する足がかりとなる「線維化」に関与すると考えられる分子
―RCAS１―の作用機序を解明することを目的とした。子宮内膜症患者の腹水中にはRCAS１が高濃度に存在し、重症度と
の関連性が示唆された。子宮内膜症間質細胞を用いた3次元培養において、RCAS1の瘢痕形成作用が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Endometriosis can affect a woman's whole life, in terms of pelvic pain, infertilit
y, abnormal pregnancy and ovarian cancer. The aim of this study is to provide a clue to elucidate the mole
cular mechanisms underling the endometriosis related pain and canceration. We have investigated RCAS1 rece
ptor-binding cancer antigen expressed on SiSo cells) as a beneficial target molecule for the treatment of 
endometriosis in the future. High level of RCAS1 concentration in ascites was revealed in the case of rAFS
 (Revised American Fertility Society) classification stage IV. In the collagen gel contraction assay, RCAS
1 clearly caused significantly decrease the areas of gel surface. Although its putative mechanisms remain 
undefined, this research suggested a possibility that RCAS1 is involved in endometriosis-associated fibros
is. Further exploration of RCAS1 biological function will facilitate development of novel therapeutic stra
tegies for endometriosis that does not depend on estrogen.
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１．研究開始当初の背景 
 女性の 10-30%に発生する子宮内膜症は，
重度の月経困難症や不妊症の原因となるこ
とはよく知られている．近年の晩婚化・少子
化は，女性の生涯におけるエストロゲン曝露
期間を延長させるため，子宮内膜症の罹患率
は上昇している．一方，子宮内膜症は卵巣癌
の発生母地として注目されるようになり，子
宮内膜症性卵巣嚢胞の約１％が癌化するこ
と，その多くが化学療法の無効な明細胞腺癌
であること，そして特に日本人で好発するこ
とが報告されている． 
 最近の研究で，子宮内膜症の発症と進展に
関わる分子として，receptor-binding cancer 
antigen expressed on SiSo cells (RCAS1)が
注目されてきた．RCAS1 は子宮頸癌細胞株
(SiSo細胞)から単離された分子で，がん細胞
では増殖シグナルを活性化し，腫瘍免疫を抑
制する．我々は RCAS1が，子宮頚癌のみな
らず種々の悪性腫瘍の癌標的分子であるこ
とを，報告してきたが，子宮内膜症に対する
標的分子としての研究は全く行われていな
かった． 
 
２．研究の目的 
 子宮内膜症の増殖・線維化と癌化に
RCAS1 が関わることを明らかにし，子宮内
膜症や，子宮内膜症に起因する難治性卵巣癌
治療における標的分子として RCAS1の妥当
性を明らかにすることを本研究の目的とし
た． 
 
３．研究の方法 
 
 RCAS1 関連分子から癌治療標的分子とな
る分子を同定することを目的として、卵巣癌
の前癌病変である子宮内膜症における
RCAS1の作用機構の解明を行った． 
 
(1)腹水中RCAS1と子宮内膜症に関する研究 
 子宮内膜症患者とコントロールとして骨盤
内に子宮内膜症病変がなく，他の組織型の良
性卵巣腫瘍を有する患者から得られた検体
を使用して RCAS1  ELISA kit (Cusabio 
Biotech 社)で解析を行った，さらに，病変の
広がりによって肉眼的に評価する rAFS（the 
revised American Fertility Society）基づい
て評価した子宮内膜症の重症度と腹水中の
RCAS1濃度を比較した． 
(2) 子宮内膜症・卵巣癌組織における RCAS1
の局在 
 免疫組織学を用いて，ヒトの子宮内膜症・
卵巣癌組織における RCAS1の局在を調べた． 
(3) 子宮内膜症の瘢痕形成の mechanism に
関する瘢痕化の in vitro モデル(３次元培養)
による検討 
 子宮内膜症性嚢胞間質細胞を患者から同
意を得て分離・培養し，type I collagen 溶液
（Nitta gelatin 社）内に３×10５/ml の濃度
になるよう懸濁した．次に 35mm dish に

2ml ずつ分注し，37 度で 2 時間培養してゲ
ル化させた後，タッピングによってして dish
からゲルを浮遊させ，10％ウシ血清を添加し
た DMEM 1ml を加え 48時間３次元培養し
た．培養後写真撮影して培養液に RCAS1を
添加することによる収縮率の変化とゲル内
の細胞の形態的変化を比較検討した. 
(4) 発現アレイによる RCAS1 作用発現に関
わる分子の解析 
 (3)で用いた細胞から抽出した mRNAを用
いて，cDNAマイクロアレイにより遺伝子発
現の網羅的解析を行った． 
 
４．研究成果 
(1)腹水中RCAS1と子宮内膜症に関する研究 
 子宮内膜症患者の腹腔内環境を知るため
に，子宮内膜症性嚢胞とその他の良性卵巣腫
瘍患者において腹水中の RCAS1濃度を検討
したところ，子宮内膜症の患者では腹水中の
RCAS1濃度が有意に高かった． 
 

 
 さらに，子宮内膜症の患者を重症度によっ
て階層化したところ，rAFS stageIII の患者
に比べ，重症度の高い stageIV の症例では，
腹水中 RCAS1濃度が高い傾向であったが有
意差はなかった． 
 

 



 
(2) 子宮内膜症・卵巣癌組織における RCAS1
の局在 
 子宮内膜症
性嚢胞では,  
全く染色され
ないものと，
強陽性に染色
されるものに
２分された．
また，組織が
強陽性に染色
ものでは、腹
水中 RCAS1 
の値も高いこ
とがわかった．
子宮内膜症性
嚢胞では,  
子宮内膜症腺
上皮細胞が染
色され，間質
は染色されな
かった．悪性腫瘍では子宮内膜症腺上皮細胞
と間質が染色された．また，いずれの組織で
も、間質に浸潤したマクロファージが濃染さ
れており、従来の報告と同様に，RCAS1 が
免疫系と関わることが示唆された。 
 
(3) 子宮内膜症の瘢痕形成の mechanism に
関する瘢痕化の in vitro モデル(３次元培養)
による検討 
 培養液に RCAS1を添加した場合，ゲルの
収縮が有意に亢進した．形態学的には間質細
胞が繊維芽細胞様に変化していることが確
認された． 
 

 
 
(4) 発現アレイによる RCAS1 作用発現に関
わる分子の解析 
 培養細胞を発現アレイで解析した結果、間
質細胞に RCAS1を添加すると、神経系、免

疫系、上皮性腺癌関連遺伝子を中心に発現増
強が認められ、現在この中から再現性・特異
性よく出現する遺伝子を個々に解析中であ
る。 
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